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南アルプスの女王　　　　
仙丈ヶ岳山頂と薮沢カール

　

東
京
の
コ
ロ
ナ
感
染
は
、「
緊
急

事
態
」
を
「
ま
ん
延
防
止
」
に
変

更
し
た
６
月
21
日
以
前
か
ら
、
リ

バ
ウ
ン
ド
傾
向
で
し
た
。
オ
リ
・

パ
ラ
を
や
れ
る
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
五
輪
は
日
本
選
手
の
メ
ダ

ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

有
力
選
手
の
不
参
加
や
、
猛
暑
・

時
差
ボ
ケ
に
慣
れ
る
時
間
の
不
足
、

行
動
制
限
な
ど
、
外
国
の
選
手
に

著
し
く
不
利
な
環
境
と
な
る
コ
ロ

ナ
ま
ん
延
下
で
の
開
催
は
、
過
去

の
あ
ら
ゆ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
中
で
も
際
立
っ
て
不
平
等
で
す
。

　

秋
の
総
選
挙
で
長
期
政
権
の
足

固
め
を
し
た
い
菅
首
相
は
、
医
療

関
係
者
等
の
「
懸
念
」
を
顧
み
ず
、

オ
リ
・
パ
ラ
強
行
に
前
の
め
り
で

す
。
有
観
客
の
オ
リ
・
パ
ラ
で
盛

り
上
が
れ
ば
盛
り
上
が
る
ほ
ど
、

人
の
流
れ
が
増
え
、
感
染
拡
大
し

ま
す
。
猛
暑
の
夏
に
医
療
崩
壊
が

引
き
起
こ
さ
れ
、
助
か
る
多
く
の

い
の
ち
が
奪
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
世
界
各
国
か
ら
持
ち
込

ま
れ
る
コ
ロ
ナ
株
が
五
輪
株
に
変

異
、
特
に
コ
ロ
ナ
対
策
が
不
十
分

な
国
で
猛
威
を
振
る
う
で
し
ょ
う
。

　

東
京
五
輪
開
催
予
定
日
１
ヵ
月

前
の
６
月
23
日
、
都
庁
前
で
「
世

界
同
時
五
輪
反
対
行
動
」
が
取
り

組
ま
れ
、
１
千
人
近
い
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。「
や
っ
て
る
場
合
か
！

中
止
だ
！
中
止
！
」。

　
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
五
輪
」
強
行
と

い
う
無
謀
に
抗
し
、
医
療
関
係
団

体
等
も
次
々
と
声
を
上
げ
て
い
ま

す
。
オ
リ
・
パ
ラ
〜
ヤ
メ
ロ
！

　

７
月
４
日
の
都
議
会
選
挙
で
は
、

五
輪
反
対
の
声
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

感染五輪反対！
世界同時五輪反対行動の一環として取組まれた

NOlympicDay6.23 都庁前集会＆新宿デモ
日
本
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
確
実

コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
も
確
実

次
々
と
「
五
輪
反
対
」
の
声

中止だ！
東京五輪
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
２
月
実

施
の
「
演
芸
鑑
賞
会
」
の
後
、
学
習

会
を
除
き
、
す
べ
て
の
会
の
行
事
を

中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

オ
リ
・
パ
ラ
強
行
に
よ
り
コ
ロ
ナ

感
染
が
爆
発
し
、
秋
に
な
っ
て
も
治

ま
ら
な
い
と
い
う
懸
念
は
あ
り
ま
す

が
、
希
望
的
観
測
は
捨
て
ず
に
、
秋

の
行
事
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

春
の
学
習
会
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
秋
の
学
習
会
は
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は

幹
事
会
で
決
め
ま
す
が
、
総
選
挙
の

時
期
も
考
慮
し
た
政
治
課
題
か
、
10

年
経
っ
た
原
発
事
故
の
関
連
な
ど
を

中
心
に
検
討
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
「
佃
・
月
島
探
訪
と
も
ん
じ
ゃ
で

ラ
ン
チ
」
は
、
昨
年
秋
、
今
年
春
と

２
回
断
念
し
ま
し

た
。
参
加
者
が
多

い
と
見
込
ま
れ
、

是
非
や
り
た
い
行

事
で
す
。
イ
メ
ー

定
期
総
会
は
書
面
開
催

９
月
「
学
習
会
」・
10
月
に
「
も

ん
じ
ゃ
の
会
」
開
催
を
計
画
、

11
月
に
日
帰
り
旅
行
を
検
討

織
集
会
が
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
下
な
の
で
、

半
日
単
位
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
会
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部

の
目
的
は
、
職
場
の
現
状
や
問
題

点
を
率
直
に
報
告
し
て
も
ら
い
、

組
織
強
化
の
た
め
に
何
が
必
要
か

を
考
え
る
場
と
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

報
告
は
、
一
組
本
庁
支
部
よ
り

「
足
立
工
場
支
部
再
建
の
経
過
」、

杉
並
支
部
の「
区
移
管
以
降
止
ま
っ

部
副
部
長
が
、
遺
児
育
英
資
金
対

象
者
の
経
験
を
踏
ま
え
た
「
組
合

の
原
点
は
助
け
合
い
だ
」
と
の
発

言
に
は
少
し
ウ
ル
ウ
ル
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
自
治
労
本
部
小
迫
現

業
局
長
の
講
演
「
今
こ
そ
団
結
！

～
労
働
組
合
の
重
要
性
と
今
後
の

活
動
」。
自
身
の
体
験
を
交
え
て
、

組
織
内
国
会
議
員
の
重
要
性
、
現

業
労
働
組
合
の
果
た
す
べ
き
役
割
、

東
京
清
掃
へ
の
期
待
等
を
元
気
に

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
役
、
特
に
若
い
人
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
た
集
会
で
し
た
。

ジ
は
で
き
上
っ
て
お
り
、
日
に
ち
さ

え
決
ま
れ
ば
、
い
つ
で
も
Ｇ
Ｏ
で
す
。

　

親
睦
旅
行
は
、
14
年
ま
で
毎
年

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
15
年
以
降
、

18
年
に
開
催
で
き
た
だ
け
で
、
参
加

希
望
者
不
足
で
中
止
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
会
の
企
画
内
容
が
会
員
の

求
め
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
か
ら
、
開
催
に
は

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
日
帰
り

旅
行
も
視
野
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
睦
旅
行
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
り
ま
す
が
、
12
月
に
も
何
ら
か

の
行
事
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
お
り
、
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

９
月
に
学
習
会
開
催

テ
ー
マ
は
幹
事
会
で

10
月
「
も
ん
じ
ゃ
の
会
」

是
非
や
り
た
い
で
す
ね

11
月
に
親
睦
旅
行

12
月
に
も
何
ら
か
の
行
事

て
い
る
新
規
採
用
獲
得

へ
向
け
た
取
組
み
」、
品

川
支
部
の
「
仲
間
の
声

を
聴
き
全
員
で
取
組
む

こ
と
の
必
要
性
」、
本
部

青
年
部
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
歩
み
と
青
年
部
が
直

面
す
る
課
題
」
で
し
た
。

　

み
な
率
直
で
真
剣
さ

を
感
じ
取
れ
る
も
の
で

し
た
が
、
特
に
、
青
年

「
自
粛
」
し
て
も
「
萎
縮
」
は
し
な
い

東京清掃
組織集会
〜
支
部
・
本
部
の
有
機
的
な
取
組
み
の
強
化
へ
〜

　

６
月
20
日
に
、
東

京
清
掃
の
第
45
回
組

広い会場で席間を空けての開催

報告する青年部役員

小
迫
現
業
局
長
の
元
気
な
講
演

労
組
の
原
点
を
考
え
る
職
場
報
告
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今
年
は
、
世
界
史
の
画
期
と
し

て
記
憶
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
１
月

22
日
に
核
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
）
が
発
効
、「
核
兵
器
の
終
わ
り
」

へ
向
け
て
動
き
始
め
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
米
ロ
英
仏
中
な
ど
核

保
有
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に
反
対
し
、
条

約
に
加
盟
し
て
い
ま
せ
ん
。
非
加

盟
の
核
保
有
国
に
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、日
本
や
韓
国
、

豪
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
多
く
な
ど

核
兵
器
依
存
国
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
時

期
尚
早
と
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
非
現
実
的

と
批
判
し
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
の

核
開
発
や
中
国
の
東
シ
ナ
海
・
南

シ
ナ
海
へ
の
海
洋
進
出
な
ど
北
東

ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
が
念
頭

に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
軍
事
力
増

強
で
刺
激
し
、
米
に
追
従
す
る
だ

け
の
無
策
な
外
交
で
は
、
緊
張
を

緩
和
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
日

本
政
府
は
、
核
兵
器
の
禁
止
・
廃

絶
へ
、
今
こ
そ
先
頭
に
立
っ
て
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
き
で
す
。

　

東
京
電
力
・
柏
崎
刈
羽
原
発
で
、

テ
ロ
の
標
的
に
も
な
り
う
る
放
射

性
物
質
の
防
護
体
制
の
不
備
が
相

次
い
で
発
覚
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
原
子
力
規
制
委
員

会
に
よ
り
是
正
措
置
命
令
が
出
さ

れ
、「
改
善
さ
れ
た
と
の
判
断
」
を

受
け
る
ま
で
再
稼
働
で
き
ま
せ
ん
。

柏
崎
刈
羽
原
発
６
・
７
号
機
は
、
す

で
に
、
再
稼
働
の
前
提
と
な
る
原

子
力
規
制
委
員
会
の
安
全
審
査
に

合
格
し
て
い
ま
す
が
、
追
加
検
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
の
核
物
質
防
護
や
安

全
に
関
す
る
認
識
の
欠
如
は
深
刻

な
問
題
で
す
。
安
全
に
対
す
る
決

定
的
認
識
不
足
は
、
福
島
原
発
事

故
を
起
こ
し
た
当
事
者
で
あ
る
東

京
電
力
が
何
ら
反
省
も
せ
ず
に
漫

然
と
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
・
第
３
の
原
発
事
故
を
招

き
か
ね
な
い
東
京
電
力
に
原
発
を

動
か
す
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柏

崎
刈
羽
原
発
の
設
置
許
可
は
取
消

さ
れ
る
べ
き
で
す
。

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・
批准を求める署名」と、「東京電力・
柏崎刈羽原発の設置許可取消しを求
める署名」にご協力ください。
署名は７月 21日までに郵送をお願いします。

日
本
政
府
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
批
准
を
！

東
京
電
力
に
原
発
を
動
か
す
資
格
は
な
い
！
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さ
ん
を
解
雇
し
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ー
さ
ん
は
学
生

か
ら
尊
敬
さ
れ
て
お
り
、

学
生
が
中
心
に
な
っ
て
、

学
内
で
署
名
活
動
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
争
議
は
、
閉
鎖

的
な
大
学
の
体
質
や
不

安
定
な
雇
用
体
制
等
の

問
題
解
決
も
争
点
で
す
。

上
智
大
学
は
不
当
解
雇

を
撤
回
し
、
民
主
的
な

大
学
を
創
成
し
ろ
！
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「
東
京
総
行
動
」
に
新
た
な
争
議

が
加
わ
り
ま
し
た
。
上
智
大
学
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
不
当
解
雇
で
す
。

　

韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ク
ッ
キ
・

チ
ュ
ー
さ
ん
は
、
14
年
に
「
２
年

後
に
昇
進
」
と
上
智
大
学
に
誘
わ

れ
て
国
際
教
養
学
部
助
教
に
雇
用

さ
れ
ま
し
た
。
雇
用
契
約
但
書
き

に
「
５
年
以
内
に
教
授
に
昇
進
し

な
け
れ
ば
助
教
の
任
を
解
く
」
と

の
文
言
が
あ
り
、
チ
ュ
ー
さ
ん
は

４
回
昇
進
申
請
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
都
度
妨
害
さ
れ
、
学
部
内
で
、

チ
ュ
ー
さ
ん
を
無
視
し
た
り
、
罵

倒
す
る
な
ど
の
度
重
な
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
一
般
南
部
に
加
入
し
、
団

体
交
渉
や
情
宣
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
大
学
側
は
不
誠
実
な
対
応

に
終
始
し
、
19
年
９
月
に
チ
ュ
ー

上智大学は、
ハラスメントによる
不当解雇を撤回しろ！

上智大学へ向けてシュプレヒコール
クッキ・チューさん（四ッ谷駅前）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
不
当
解
雇

大
学
の
民
主
化
も
課
題

総
行
動
が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
の
解
雇
撤

回
、
工
場
再
開
を
求
め
る
闘
い
に

連
帯
し
、
池
袋
の
東
京
事
務
所
前

で
抗
議
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
支
援
す
る
会
」
中
心
メ
ン
バ
ー

の
尾
澤
孝
司
さ
ん（
退
職
者
会
会
員
）

が
、
５
月
20
日
の
本
社
前
要
請
行

動
中
、
威
力
業
務
妨
害
で
埼
玉
県

警
に
で
っ
ち
上
げ
逮
捕
、
起
訴
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
に
、
韓
国
か
ら

ラ
イ
ブ
中
継
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で「
尾

澤
さ
ん
の
不
当
起
訴
勾
留
抗
議
」

を
含
む
声
明
が
寄
せ
ら
れ
、
集
会

参
加
者
に
よ
る
「
尾
澤
さ
ん
を
返

せ
」
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

 

東
京
福
祉
大
学
は
、「
大
学
運

営
と
教
育
に
は
一
切
関
与
さ
せ
な

い
」
と
す
る
19
年
11
月
の
文
科
省

へ
の
「
回
答
」
内
容
を
反
故
に
し
、

中
島
恒
雄
元
総
長
を
復
帰
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
復
帰
に
伴
い
再
び
人

権
侵
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
島
総
長
は
労
組
側

代
理
人
弁
護
士
へ
の
懲
戒
請
求
を

申
し
立
て
、
労
組
組
合
員
へ
の
不

当
な
対
応
に
対
す
る
損
害
賠
償
訴

企
業
・
経
営
者
の

不
法
・
不
当
を
許
さ
な
い
！

　

６
月
25
日
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
無
謀
な

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
幕
ま
で
１
ヶ
月
を

切
っ
た
中
、「
よ
っ

て
た
か
っ
て
勝
利
ま

で
！
」
の
合
い
言
葉

の
も
と
、
争
議
支
援

の
一
日
行
動
＝
東
京

訟
を
妨
害
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
側
と
中
島
総
長
の
不
法
行

為
を
許
さ
ず
、
闘
い
続
け
る
こ
と

を
大
学
側
に
突
き
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ト
ヨ
タ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、

日
本
製
鉄
、
ニ
チ
ア
ス
、
シ
グ
マ

テ
ッ
ク
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
企

業
に
よ
る
解
雇
・
不
法
行
為
に
対

す
る
抗
議
行
動
支
援
の
取
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
箱
田
修
一
）

尾
澤
孝
司
さ
ん
を
返
せ
！

東京福祉大前抗議行動

東京総行動

東
京
福
祉
大
は
恥
を
知
れ
！
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６
月
23
日
、
最
高
裁
は
２
０
１
５

年
に
引
き
続
き
、
夫
婦
同
姓
を
定

め
て
い
る
民
法
は
合
憲
と
の
判
断

を
示
し
ま
し
た
。
東
京
の
３
組
の

夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
を
称
す
る
、

と
す
る
婚
姻
届
を
出
し
た
の
に
受

理
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
不
当
だ

と
し
て
申
し
立
て
た
家
事
審
判
に

対
す
る
最
高
裁
の
判
断
で
し
た
。

　

そ
の
決
定
文
は
、
15
年
の
最
高

裁
判
決
の
「
判
断
を
変
更
す
べ
き

も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す

る
だ
け
で
、
そ
の
理
由
を
説
明
し

て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
「
こ
の
種

の
制
度
の
在
り
方
は
、
国
会
で
論

ぜ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
」
と
、

司
法
と
し
て
の
責
務
を
放
棄
し
て
、

立
法
府
に
丸
投
げ
し
て
い
ま
す
。

　

15
人
の
裁
判
官
の
内
、
４
人
が

違
憲
と
す
る
反
対
意
見
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
５
人

か
ら
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
世
論
は
選
択
的
夫
婦
別
姓

を
認
め
る
人
が
多
数
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
世

論
の
動
き
に
逆
行
す
る
最
高
裁
の

判
決
で
す
。

　

今
回
の
申
立
人
た
ち
は
国
家
賠

償
請
求
訴
訟
も
行
っ
て
お
り
、
私

た
ち
夫
婦
も
原
告
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
国
賠
訴
訟
も
最
高
裁
に

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
判
断
が

出
ま
す
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
か

否
か
の
判
断
を
最
高
裁
は
国
会
に

た
ら
い
回
し
し
た
の
で
、
そ
の
決

着
は
総
選
挙
で
つ
け
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。（
山
崎
精
一
）

最高裁大法廷（最高裁ホームページより）

夫
婦
別
姓
か
ら
逃
げ
た
最
高
裁

「
憲
法
の
番
人
の
役
割
」
を
放
棄
し
国
会
丸
投
げ

改
憲
手
続
法
修
正
案
採
決
強
行
に
抗
議

　

６
月
11
日
、
参
議
院
本
会
議
で

改
憲
手
続
法
改
正
案
が
、
多
く
の

市
民
や
法
律
家
団
体
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

当
日
12
時
か
ら
国
会
参
議
院
議

員
会
館
前
で
開
か
れ
た
「
改
憲
手

続
法
・
重
要
土
地
調
査
規
制
法
反

対
６
・
11
緊
急
行
動
」
参
加
者
は
、

法
成
立
の
報
告
に
、
怒
り
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
改
憲
手
続
法
」
の
問
題
点
は
、

日
弁
連
が
指
摘
す
る
８
項
目
＝
①

一
括
が
可
能
な
発
議
・
投
票
方
式
、

②
公
務
員
・
教
職
者
の
運
動
規
制
，

③
広
汎
な
規
制
を
招
き
か
ね
な
い

買
収
・
利
害
誘
導
罪
設
置
、
④
広

報
・
Ｃ
Ｍ
の
あ
り
方
、
⑤
発
議
か

ら
国
民
投
票
ま
で
の
期
間
が
短
い
、

⑥
最
低
投
票
率
の
規
定
な
し
、
⑦

無
効
訴
訟
提
起
期
間
が
短
い
、
⑧

国
会
各
議
院
の
独
立
性
を
損
ね
る

合
同
審
議
方
式
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
問
題
な
の
は
、
(1)
金
で
改

憲
を
買
う
こ
と
が
可
能
な
Ｃ
Ｍ
規

制
の
不
備
、
(2)
低
投
票
率
で
も
成

立
し
て
し
ま
う
最
低
投
票
率
の
規

定
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

立
憲
民
主
党
が
Ｃ
Ｍ
・
ネ
ッ
ト

広
告
規
制
等
の
「
施
行
後
３
年
を

目
途
に
、
検
討
し
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
」
と
の
附
則
を
条
件
に
、

法
案
に
賛
成
し
た
こ
と
は
問
題
で

す
。
附
則
に
基
づ
く
修
正
が
ど
こ

ま
で
保
障
さ
れ
る
か
未
定
で
す
。

　
「
改
憲
手
続
法
」
の
問
題
点
は
何

ら
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
改
憲

阻
止
の
闘
い
は
、
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

大天井は吹抜け
☜

改
憲
手
続
法
は
欠
陥
だ
ら
け

改
憲
阻
止
の
闘
い
を
全
力
で

改憲手続法・重要土地調査規制法反対！6.11 緊急行動
〜「改憲手続法成立」の報に強く抗議〜
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「
コ
ロ
ナ
対
策
の
重
大
な
時
期
に

国
会
を
閉
じ
る
な
」
と
い
う
野
党

の
会
期
延
長
要
求
を
拒
否
し
、
６

月
16
日
、
重
要
土
地
等
調
査
・
規

制
法
案
を
強
行
採
決
し
て
国
会
が

閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
怒
り
も
冷
め

や
ら
ぬ
６
月
19
日
、
激
し
い
雨
の

中
、
国
会
議
員
会
館
前
で
「
19
日

行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
菅
政
権
の
オ
リ
パ

ラ
開
催
強
行
に
専
門
家
会
議
は
批

判
。
菅
首
相
の
『
勝
負
を
か
け
た
』

発
言
は
戦
前
の
軍
部
と
同
じ
思
考

回
路
。
オ
リ
パ
ラ
は
中
止
す
べ
き

だ
。
今
国
会
は
、
国
民
投
票
法
、

デ
ジ
タ
ル
法
、
重
要
土
地
等
規
制

法
な
ど
軍
事
国
家
化
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
高
い
悪
法
が
次
々
と
通

さ
れ
た
。
軍
拡
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策

を
。
新
自
由
主
義
の
克
服
を
。
菅

自
公
政
権
か
ら
政
権
交
代
を
勝
ち

取
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

連
帯
あ
い
さ
つ
で
、
法
学
者
は

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
も
な
く
欠
陥

だ
ら
け
」
と
指
摘
、『
女
性
の
た
め

の
女
性
の
相
談
会
』
の
竹
信
三
恵

子
さ
ん
は
、「
非
正
規
は
主
に
女
性

の
問
題
だ
っ
た
が
全
体
化
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
非
正
規
等
の
困
窮
化
が

一
層
進
ん
だ
。
特
に
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
は
悲
惨
だ
。
コ
ロ
ナ
以
前
か

ら
の
問
題
が
コ
ロ
ナ
禍
で
噴
出
し

た
。
軍
事
費
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

使
う
金
を
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に

ま
わ
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
、
東
京
全
労
協
が
呼

び
か
け
た
「
米
軍
横
田
基
地
反
対

集
会
・
デ
モ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
地
反
対
運
動
が
監
視
対
象
に

　

横
田
基
地
の
危
険
度
は
増
し
た

　

集
会
で
、『
横
田
・
基
地
被
害
を

な
く
す
会
』
は
、「『
重
要
土
地
等

調
査
・
規
制
法
』
で
基
地
反
対
運

動
が
監
視
対
象
に
な
る
。
当
会
事

務
所
は
基
地
か
ら
650
ｍ
、
対
象
に

入
る
。
デ
ジ
タ
ル
法
も
問
題
。
防

す
る
運
動
の
弾
圧
が
目
的
だ
」
と
、

自
衛
隊
の
基
地
反
対
運
動
へ
の
弾

圧
姿
勢
を
強
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

横
田
基
地
撤
去
！
沖
縄
連
帯
！

　

基
地
前
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

　

沖
縄
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
発
言
や
、
各
地
の
基
地

反
対
運
動
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
横

田
基
地
前
を
デ
モ
行
進
し
、「
横
田

基
地
撤
去
！
オ
ス
プ
レ
イ
飛
ば
す

な
！
」
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

衛
省
が
横
田
・
小
牧
基
地
訴
訟

原
告
の
個
人
情
報
を
収
集
、
民

間
へ
売
り
渡
し
た
事
実
が
発
覚

し
て
い
る
。
土
地
調
査
法
、
デ

ジ
タ
ル
法
で
運
動
弾
圧
が
行
わ

れ
か
ね
な
い
。
横
田
基
地
は
変

貌
し
て
い
る
。
輸
送
機
能
中
心

だ
っ
た
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練

が
繰
り
返
さ
れ
、
多
目
的
利
用

基
地
化
さ
れ
、
危
険
度
が
増
し

た
」
と
指
摘
、『
横
田
基
地
の
撤

去
を
求
め
る
西
多
摩
の
会
』
は

「
毎
月
、
基
地
反
対
で
座
り
込
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
自
衛
隊
か

ら
監
視
さ
れ
て
い
る
。
米
軍
の

軍
事
費
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
！

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
！ 

「
国
民
投
票
法
は

Ｃ
Ｍ
規
制
が
な
く

金
で
憲
法
改
正
が

買
わ
れ
る
。
フ
ェ

横
田
基
地
は
い
ら
な
い
！ 

オ
ス
プ
レ
イ
飛
ば
す
な
！

降
下
訓
練
開
始

時
期
か
ら
監
視

が
始
ま
っ
た
。

権
力
に
反
対
を

許
し
が
た
い
菅
政
権
の
暴
挙

非
正
規
＝
女
性
困
窮
の
根
を
断
て


